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ミトコンドリアは細胞内で融合と分裂を繰り返しながらその形態をダイナミック
に変化させている。我々はミトコンドリア形態制御に関与する GTPase群の解析を中
心として、その制御の分子機構と、細胞・個体における分子機構の解析を続けている。
我々の初期研究において、ミトコンドリアの膜電位が融合に必須であること、内膜
の融合に機能する GTPase・OPA1が膜電位消失時に膜結合ドメインの切断を受ける
ことで融合活性を失うことを見出している。またミトコンドリアの分裂が初期発生・
神経機能維持に必須であることも明らかにしてきている。しかしこのミトコンドリ
アのダイナミクスがどのようにミトコンドリアの品質管理に関与しているか、その
詳細に関してはまだ不明な点が多い。
そこで本研究計画ではミトコンドリアの品質管理におけるミトコンドリア膜構造
変化の意義を理解することを目指して詳細な解析を行う。ミトコンドリアの融合因
子OPA1及びその切断システム、ミトコンドリア分裂因子等の機能不全細胞を準備し、
ミトコンドリアの活性・機能変化、さらには mtDNAの遺伝様式を観察することで、
その品質管理に及ぼす効果を検証する。
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ミトコンドリア品質管理における
融合・分裂の役割の再検討


